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•超高速・大容量

•超低遅延

•超多数同時接続

•自律性

•拡張性

•超安全・信頼性

•超低消費電力

出典：総務省「Beyond 5G推進戦略」（2020）より

5G・Beyond 5Gにおいて求められる機能



3

✓ 高速通信、低遅延、多様なサービス（eMBB、M2M、
URLLC）が生み出す大容量・ダイナミックで多様なトラ
フィックに対応可能な、自律制御の仕組みが必要

✓ これまで以上にデータの安全、信頼性の拡張が必要

✓ 特定基地局ベンダーの寡占状態による、高コスト構造

✓ 従来のSONは、非標準的で閉鎖的な独自のインター
フェースで結合されており、自律制御のイノベーションを阻
害

• オープンで標準的なインターフェース・機能を導入し、高価格な1社垂直型のネットワーク構造から脱却

• 仮想化技術を導入し、専用ハードウェアからの脱却および堅牢なネットワークを構築を実現

• ネットワークのエンジニアリングとオペレーションを大幅に自動化し、ネットワークに自律性を持たせるAI/MLを活用

ポスト5G時代の課題4G時代の課題

O-RAN ALLIANCE に準拠した

Open RAN導入と機能拡張が重要

5G・Beyond 5Gにおいて求められる重要機能
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オープンな RAN
仮想化

RIC
(Radio Intelligent control)

参照:O-RAN.WG1.O-RAN-Architecture-Description-v05.00.docx

O-RAN ALLIANCEの目標
仮想化ネットワーク上のオープンなインターフェースで
無線リソースを限りなくリアルタイムかつ自律的に制御
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インターネット

シンプルで
費用対効果の高い基地局

無線アクセス設備
(RAN)

コア
ネットワーク

完全仮想化・クラウドネイティブ

楽天モバイルのEnd to End
完全仮想化クラウドネイティブモバイルネットワーク
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完全仮想化クラウドネットワーク
仮想化技術により、汎用ハードウェア上でソフトウェアを稼働させるしくみ

従来の垂直統合型テレコムネットワーク 完全仮想化クラウドネイティブモバイルネットワーク

インターネット

ソフト

専用ハード 専用ハード 専用ハード

4G3G
ソフト ソフト

• 専用ハードウェアに依存（ベンダーの固定化）
• 次世代方式への移行に時間がかかる
• 設備投資／運用コストが膨大

• 汎用ハードウェアが利用可能（マルチベンダー）
• 次世代方式への移行がスピーディ
• 設備投資／運用コストを大幅に削減

ソフト

5G4G
ソフト

Next

ソフト

汎用ハード

仮想化レイヤー

ハードと
ソフトを
分離（クラウド化ソフトウェア）

ハードと
ソフトが
一体化

（例）

5G
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Open Radio Access Network (Open RAN)
ベンダーに縛られない無線アクセスネットワーク（RAN）の構築が可能に

従来のRAN構成 5G Open RAN構成

マルチベンダー
に対応

オープン
インターフェース

マルチベンダー
に対応

非効率的
クラウド上で稼働する

COTSハード

無線

CPRI

ベースバンド

インフラ

独自技術

独自技術

独自技術

Open

Open
O-RANに準拠

Open vDU

Kubernetes
効率化
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Open RANにおけるインテグレーション

BBURRH

同一ベンダー

Core NW

vDU vCU

多様なベンダー

4G/5G RU Core NW

従来

Open RAN

従来のインテグレーション
Open RANのインテグレーション

従来以上に相互接続性を確認すべき装置間インターフェースが増加
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Open RANの動作検証

End to End だけでなく、単体および個別装置間の検証が必要

O-RU

O-RAN 
Fronthaul Backhaul

O-DU O-CU

RIC

UE Core

DU 

simulator (CU)

CU
simulator

RIC 
simulator

RU
simulator

DU 
simulator (RF)

gNB RF
Coformance

5G Core / EPC5G RAN / gNB

UE
simulator

Core 
simulator

O-RAN 
Midhaul
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• 日本全土を100％カバーできるブロードバンド、

インフラの構築

• 災害時などにおいても、既存端末（スマートフォン）
での安定的な通信手段を提供

我が国にもたらす未来のベネフィット

世界初、既存の端末（スマートフォン）で
利用可能な宇宙空間上の

衛星通信ネットワークを構築する計画 宇宙空間や地上に関連する豊富な特許を有する
AST SpaceMobile社へ出資し、戦略的パートナーシップを締結

eNB
(eNodeB)

ゲートウェイ 既存端末
（スマートフォン）

衛星

（衛星と端末間）

Q／Vバンド
フィーダリンク

（衛星とゲートウェイ間）
Operator 

IP Services 
(IMS, PSS…)

S1-U
S1-MME

＜スペースモバイル計画の概要図＞

Band 3

サービスリンク

SGi

Rx

Evolved Packet 
Core

コアネットワーク

S6a

S11
Gx

HSS

MME

PDN-GW

PCRF

S-GW

スペースモバイルも完全仮想化ネットワークで



13

「完全仮想化クラウドネイティブモバイルネットワーク」を、
世界中の通信事業者が導入／活用できるオープンなプラットフォーム

楽天シンフォニーの概要
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✓ 特定ベンダーによるロックインを回避

✓ ネットワーク運用のための付加サービス

✓ AIによるネットワーク最適化

✓ コスト効率性の高いソリューション

✓ 安全性の高いネットワーク

オペレーター
収益全体

従来の
NWコスト

楽天シンフォニー
によるNWコスト

楽天シンフォニーによる
コスト削減効果

~32％

~ 23%

導入メリット

100％

30-40% 

CAPEX

OPEX

CAPEX

OPEX

モバイルオペレーターのネットワークコスト

（収益に対する割合）

~-30%

楽天シンフォニーを導入するメリット



最後に：日本のMNO事業運営に伴う知見をもとにグローバルに展開

日本における
MNOサービス展開
／ネットワークの構築

世界をリードする
グローバルMNO
プラットフォーマー



本日はありがとうございました


